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次期学習指導要領に向けた検討の基盤となる考え方

令和７年９月５日教育課程企画特別部会論点整理（素案）



令和４年度学習指導要領実施状況調査 教科等別分析と改善点（小学校 体育（運動領域））

「体ほぐしの運動における個々
の運動のねらいを理解するこ
と」の通過率は95.5％であり、
相当数の児童ができている。一
方で、「体ほぐしの運動の目的
を理解すること」の通過率は
37.3％であり、課題があると考
えられる。体ほぐしの運動につ
いては、個々の運動のねらいの
理解度とそれらを総括した領域
の目的の理解度に差が見られる。

目的の理解に課題

本質的な理解が不十分



改めて学習指導要領を見てみる



・基本的な学習指導案の作り方、考え方

（学習指導要領：運動の特性、保健領域）

・系統性について（ボール運動系を中心に）

・授業者が課題と感じていること

本日の内容



・基本的な学習指導案の作り方、考え方

（学習指導要領：運動の特性、保健領域）

・系統性について（ボール運動系を中心に）

・授業者が課題と感じていること

本日の内容



改めて学習指導要領を見ていく

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学
びと、協働的な学びの実現～（答申）答申関連資料集（１/２）【総論関係】より  



カリキュラム・マネジメントの実現

改めて学習指導要領を見ていく

①「何ができるようになるか」（育成を目指す資質・能力）

②「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義と、教科等間・学校段階間
のつながりを踏まえた教育課程の編成）

③「どのように学ぶか」（各教科等の指導計画の作成と実施、学
習・指導の改善・充実）

④「子供一人一人の発達をどのように支援するか」（子供の発達
を踏まえた指導）

⑤「何が身に付いたか」（学習評価の充実）

⑥「実現するためには何が必要か」（学習指導要領の理念を実現
するために必要な方策）



基本研修指導案様式

１ 単元名

２ 単元について
（教材観）・・・学習指導要領から教材の特
性など
（児童観）・・・児童の学習経験や実態、予
想される児童の学習活動など
（指導観）・・・指導のポイントや工夫

３ 単元の目標
文末 ～することができるようにする。

４ 単元の評価規準（文末）
知 ～について、言ったり書いたりしている。
技 ～できる。
思・判・表 ～している。
主 ～しようとしている。
健康・安全の文末は～している。

愛好的な態度
公正、協力
責任、参画
共生
健康・安全



本時の目標
「単元の目標」「学習活動における具体の評
価規準」との整合性

基本研修指導案様式

指導と評価の計画
○児童の意識の流れを想定しながら学習内容を設定する



体つくり運動系は、体を動かす楽
しさや心地よさを味わい運動好き
になるとともに、心と体の関係に
気付いたり、仲間と交流したりす
ることや、様々な基本的な体の動
きを身に付けたり、体の動きを高
めたりして、体力を高めるために
行われる運動

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ２５

各領域の内容（運動の特性）



器械運動系は、「回転」、「支持」、
「懸垂」等の運動で構成され、様々
な動きに取り組んだり、自己の能力
に適した技や発展技に挑戦したりし
て技を身に付けたときに楽しさや喜
びを味わうことのできる運動

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ２７

体育科の内容（運動の特性）各領域の内容（運動の特性）



陸上運動系は、「走る」、「跳ぶ」
などの運動で構成され、自己の能力
に適した課題や記録に挑戦したり、
競走（争）したりする楽しさや喜び
を味わうことのできる運動

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ２８

体育科の内容（運動の特性）各領域の内容（運動の特性）



水泳運動系は、水という特殊な環境
での活動における物理的な特性（浮
力、水圧、抗力、揚力など）を生か
し、浮く、呼吸する、進むなどの課
題を達成し、水に親しむ楽しさや喜
びを味わうことのできる運動

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ２９

体育科の内容（運動の特性）各領域の内容（運動の特性）



ボール運動系は、競い合う楽しさに触れたり、友達と力
を合わせて競争する楽しさや喜びを味わったりすること
ができる運動

ゲーム…主として集団対集団で、得点を取るために友達
と協力して攻めたり、得点されないように友達と協力し
て守ったりしながら、競い合う楽しさや喜びに触れるこ
とができる運動（遊び）
基本的なボール操作とボールを持たないときの動きを身
に付け、ゲームを楽しむことができる運動（遊び）

ボール運動…ルールや作戦を工夫し、集団対集団の攻防
によって仲間と力を合わせて競争する楽しさや喜びを味
わうことができる運動
型に応じたボール操作とボールを持たないときの動きを
身に付けてゲームをしたり、ルールや学習の場を工夫し
たりする

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ３０

体育科の内容（運動の特性）各領域の内容（運動の特性）



ゴール型…コート内で攻防が入り交じり、ボール操作と
ボールを持たないときの動きによって攻防を組み立てた
り、陣地を取り合って得点しやすい空間に侵入し、一定
時間内に得点を競い合うこと

ネット型…ネットで区切られたコートの中でボール操作
とボールを持たないときの動きによって攻防を組み立て
たり、相手コートに向かって片手、両手もしくは用具を
使ってボールを返球したりして、一定の得点に早く達す
ることを競い合うこと

ベースボール型…攻守を規則的に交代し合い、ボール操
作とボールを持たないときの動きによって一定の回数内
で得点を競い合うこと

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ３１

体育科の内容（運動の特性）各領域の内容（運動の特性）



表現運動系は、自己の心身を解き放
して、イメージやリズムの世界に没
入してなりきって踊ったり、互いの
よさを生かし合って仲間と交流して
踊ったりする楽しさや喜びを味わう
ことのできる運動

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ３２

体育科の内容（運動の特性）各領域の内容（運動の特性）



健康な生活については、
健康な生活の大切さを
認識するとともに、家
庭や学校における関心
をもち、健康によい生
活を続けることについ
て課題を見付け、それ
らの解決を目指して基
礎的な知識を習得した
り、解決の方法を考え、
それを表現したりでき
るようにする

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ３３、３４

体育科の内容（保健領域）各領域の内容（保健）



体の発育・発達については、年齢に
伴う変化及び個人差、思春期の体の
変化などについて課題を見付け、そ
れらの解決を目指して基礎的な知識
を習得したり、解決の方法を考え、
それを表現したりできるようにする

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ３４

体育科の内容（保健領域）各領域の内容（保健）



心の健康については、心は年齢とと
もに発達すること及び心と体には密
接な関係があることについて理解で
きるようにすること及び、不安や悩
みへの対処について課題を見付け、
それらの解決を目指して知識及び技
能を習得したり、解決の方法を考え、
それらを表現したりできるようにす
る

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ３４

体育科の内容（保健領域）各領域の内容（保健）



けがの防止については、けがが発生
する原因や防止の方法について課題
を見付け、それらの解決を目指して
知識及び技能を習得したり、解決の
方法を考え、判断するとともに、そ
れらを表現したりできるようにする

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ３４

体育科の内容（保健領域）各領域の内容（保健）



病気の防止については、病気の発生
要因や予防の方法、喫煙、飲酒、薬
物乱用が健康に与える影響などにつ
いて課題を見付け、それらの解決を
目指して知識を習得したり、解決の
方法を考え、判断するとともにそれ
らを表現したりできるようにする

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ３５

体育科の内容（保健領域）各領域の内容（保健）



体育科の学習であるのでまずはその領域
がどのような運動なのかの特性を指導者
が理解しておく必要がある。
また、その特性も低・中・高で違いがあ
るため、その学年における特性を確認し
ておく。
それを学習指導案の「２ 単元につい
て」の「教材観」として表現する。

体育科の内容各領域の内容（運動の特性）



例えば…

どのようなことをするのか…
ボール操作とボールを持たないときの動きに
よって、簡易化されたゲームをする

どのような運動なのか…
集団対集団の攻防によって競い合う楽しさや
喜びを味わうことができる運動

それらを合わせると…
ゴール型は、ボール操作とボールを持たない
ときの動きによって、簡易化されたゲームを
して、集団対集団の攻防によって競い合う楽
しさや喜びを味わうことができる運動

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ１４０

体育科の内容（保健領域）高学年ボール運動の特性の捉え方（ゴール型）

簡易化されたゲームとは？



小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編

体育科の内容（保健領域）ボール運動：易しいゲームと簡易化されたゲーム

易しいゲーム（中学年）
ゲームを児童の発達の段階を踏まえて、基本的な
ボール操作で行え、プレイヤーの人数（プレイヤー
の人数を少なくしたり、攻める側のプレイヤーの人
数が守る側のプレイヤーの人数を上回るようにした
りすること）、コートの広さ（奥行きや横幅など）、
ネットの高さ、塁間の距離、プレイ上の緩和や制限
（攻める側のプレイ空間、触球方法の緩和や守る側
のプレイ空間、身体接触の回避、触球方法の制限な
ど）、ボールその他の運動用具や設備などを修正
し、児童が取り組みやすいように工夫したゲーム

簡易化されたゲーム（高学年）
ルールや形式が一般化されたゲームを児童の発達の
段階を踏まえ、実態に応じたボール操作で行うこと
ができ、プレイヤーの人数（プレイヤーの人数を少
なくしたり、攻撃側のプレイヤーの人数が守備側の
プレイヤーの人数を上回るようにしたりすること）、
コートの広さ（奥行きや横幅など）、ネットの高さ、
塁間の距離、プレイ上の制限（攻撃や守備のプレイ
空間、触球方法など）、ボールその他の運動用具や
設備などを修正し、児童が取り組みやすいように工
夫したゲーム



基本研修指導案様式

１ 単元名

２ 単元について
（教材観）・・・学習指導要領から教材の特
性など
（児童観）・・・児童の学習経験や実態、予
想される児童の学習活動など
（指導観）・・・指導のポイントや工夫

３ 単元の目標
文末 ～することができるようにする。

４ 単元の評価規準（文末）
知 ～について、言ったり書いたりしている。
技 ～できる。
思・判・表 ～している。
主 ～しようとしている。
健康・安全の文末は～している。

愛好的な態度
公正、協力
責任、参画
共生
健康・安全



目標であれば
・ゴール型の行い方について理解するととも
に、ボール操作とボールを持たないときの動
きによって、簡易化されたゲームをすること
ができるようにする。
評価規準であれば
・ゴール型の行い方について、言ったり書い
たりしている。
・味方にパスをする、パスを受けてシュート
をするといったボール操作によってゲームを
することができる。
・ボール保持者からボールを受けることので
きる場所に動くなどのボールを持たないとき
の動きによってゲームをすることができる。
これらが知識及び技能における学習内容であ
る。単元の目標や評価規準作成に活用する。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ１４０、１４１

体育科の内容（保健領域）高学年ボール運動の目標（知識及び技能）及び評価規準（知識・技能）



目標であれば
・ルールを工夫したり、自己やチームの特徴
に応じた作戦を選んだりするとともに、自己
や仲間の考えたことを他者に伝えることがで
きるようにする。
評価規準であれば
・ルールを工夫している。
・自己やチームの特徴に応じた作戦を選んで
いる。
・自己や仲間の考えたことを他者に伝えてい
る。
これらが思考力、判断力、表現力等における
学習内容である。単元の目標や評価規準作成
に活用する。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ１４３

体育科の内容（保健領域）高学年ボール運動の目標（思考力、判断力、表現力等）及び評価規準（思考・判断・表現）



目標であれば
・ゴール型に積極的に取り組み、ルールを守り仲間
と助け合って運動をしたり、勝敗を受け入れるたり、
仲間の考えや取組を認めたり、場や用具の安全に気
を配ったりすることができるようにする。
評価規準であれば
・ゴール型に積極的に取り組もうとしている。
・ルールを守り仲間と助け合おうとしている。
・場の設定や用具の片付けなどで、分担された役割
を果たそうとしている。
・勝敗を受け入れようとしている。
・仲間の考えや取組を認めようよしている。
・場や用具の安全に気を配っている。
これらが学びに向かう力、人間性等における学習内
容である。単元の目標や評価規準作成に活用する。

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ１４３、１４４

体育科の内容（保健領域）高学年ボール運動の目標（学びに向かう力、人間性等）及び評価規準（主体的に学習に取り組む態度）

片付けや分担された責任を果たすことは、責任、健
康・安全として指導内容に記載されており、目標には明
記されていない。目標の「場や用具の安全に気を配るこ
と」に含まれている。言われたから片付けたではなく、
自分で考え判断し行動することを目指しているので、学
習内容には記載されているが、目標には明記されていな
い。（包括されているイメージ）



基本研修指導案様式

指導と評価の計画
○児童の意識の流れを想定しなが
ら学習内容を設定する

指導と評価の計画を立てる際に…
○学習内容を児童が楽しみながら身に付け
るためには…
○すべての児童が運動の特性を味わうため
には…
○すべての児童が自己やチームの課題を見
付け、試行錯誤しながら課題を修正したり、
新たな課題を見付けたりできるように…
○どんな場や用具、人数、制限であればみ
んなが取り組みやすいだろう…
○ゲームにつながる運動は何がいいだろう
…
○協働的な活動で新たな課題を見つけさせ
たい…
○どの時間に何を評価すれば効果的なのだ
ろう…



例 目標 ボール保持者からボールを受けることのできる位置に動くなどのボー
ルを持たないときの動きをすることができる。

「十分満足できる姿（A）を設定する際の表現例」

～を根拠に 進んで 自ら 工夫して 適切に 一貫して

安定して 正確に 素早く 何度も ～に応じて

学びの質やプロセスの深さを見る

「十分満足できる姿」の設定例
「おおむね満足できる」状況を実現するための具体的な指導例

ボール保持者と自己の間に守備者が入らないように素早く移動することができる。

教師や仲間が守備者の動きを伝えたり、動く場所を教えたりするなど、ボール保持
者と自己の間に守備者が入らないようにする。

「十分満足できる」と判
断される状況

「おおむね満足できる」
状況を実現するための具
体的な指導

「おおむね満足できる」状況を実現するための具体的な指導を設定する際」

おおむね満足できる状況は、目標を達成している状況

何ができればOKなのかから逆算して、授業の中での具体的な支援（手立て）



・基本的な学習指導案の作り方、考え方

（学習指導要領：運動の特性、保健領域）

・系統性について（ボール運動系を中心に）

・授業者が課題と感じていること

本日の内容



ボール運動系の系統性について

Eボール運動系「知識及び技能」
（◇：ボール操作◆：ボールを持たないときの動き）

第1学年及び第2学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年
◇味方へのボールの手渡し，パス，シュート，
ゴールへのボールの持ち込み

◇近くにいるフリーの味方へのパス
◇相手に取られない位置でのドリブル
◇パスを受けてのシュート

◆ボール保持時に体をゴールに向ける
◆ボール保持者と自分の間に守備者がいない
ように移動

◆ボール保持者と自分の間に守備者が入
らない位置への移動
◆得点しやすい場所への移動
◆ボール保持者とゴールの間に体を入れ
た守備

◆ボールが飛んだり，転がったりし
てくるコースへの移動
◆ボールを操作できる位置への移動

◇いろいろな高さのボールを片手，両手もし
くは用具などではじいたり，打ちつけたりす
る
◇相手コートから返球されたボールの片手，
両手，用具での返球

◇自陣のコート（中央付近）から相手
コートへのサービス
◇味方が受けやすいようにボールをつな
ぐ
◇片手，両手，用具を使っての相手コー
トへの返球

◆ボールの方向に体を向けること，もしくは，
ボールの落下点や操作しやすい位置への移動

◆ボールの方向に体を向けることとボー
ル方向への素早い移動

◇ボールをフェアグラウンド内に蹴ったり
打ったりする
◇投げる手と反対の足を一歩前に踏み出して
ボールを投げる

◇止まったボール，易しいボールをフェ
アグラウンド内に打つ
◇打球の捕球
◇捕球する相手に向かっての投球

◆向かってくるボールの正面への移動
◆ベースに向かって全力で走り，駆け抜ける
こと

◆打球方向への移動
◆簡易化されたゲームにおける塁間の全
力での走塁
◆守備の隊形をとって得点を与えないよ
うにする

◇ねらったところに緩やかにボールを
転がす，投げる，蹴る，的に当てる，
得点する
◇相手コートに緩やかにボールを投げ
入れたり，捕ったりする
◇ボールを捕ったり止めたりする

◆空いている場所を見付けて，速く
走ったり，急に曲がったり，身をかわ
したりする
◆相手（鬼）のいない場所への移動，
駆け込み
◆少人数で連携して相手（鬼）をかわ
したり，走り抜けたりする
◆逃げる相手を追いかけてタッチした
り，マーク（タグやフラッグ）を取っ
たりする
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ボール運動系の系統性について

Eボール運動系「知識及び技能」
（◇：ボール操作◆：ボールを持たないときの動き）

ボール運動系の系統性について

第1学年及び第2学年 第3学年及び第4学年 第5学年及び第6学年

◇ねらったところに、緩やかに
ボールを転がしたり、投げたり、
蹴ったりして、的に当てたり、得
点したりする
◇相手コートに緩やかにボールを
投げ入れたり、捕ったりする
◇ボールを捕ったり止めたりする
◆ボールが飛んだり、転がったり
してくるコースに入ること
◆ボールを操作できる位置に動く
こと

◇味方へのボールの手渡したり、
パスを出したりシュートをしたり、
ゴールにボールを持ち込んだりす
ること
◆ボールを持ったときにゴールに
体を向けること
◆ボール保持者と自分の間に守る
者がいない空間に移動すること

◇近くにいるフリーの味方にパ
スを出すこと
◇相手に捕られない位置でのド
リブルをすること
◇パスを受けてシュートなどを
すること
◆ボール保持者と自己の間に守
備者が入らない位置に移動する
こと
◆得点しやすい場所に移動
◆ボール保持者とゴールの間に
体を入れて守備をすること

ボ
ー
ル
運
動
系



第1学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

簡単な規則を工夫
したり、攻め方を
選んだりするとと
もに、考えたこと
を友達に伝える

規則を工夫したり、
ゲームの型に応じた簡
単な作戦を選んだりす
るとともに、考えたこ
とを友達に伝える

ルールを工夫した
り、自己やチーム
の特徴に応じた作
戦を選んだりする
とともに、自己や
仲間の考えたこと
を他者に伝える

ボール運動系の系統性について

Eボール運動系「思考力、判断力、表現力等」

伝える

選ぶ

工夫する 思考

判断

表現

ボール運動系の系統性について

ボ
｜
ル
運
動
系



ボール運動系の系統性について

Eボール運動系「学びに向かう力、人間性等」

ボール運動系の系統性について

第1学年及び第２学年 第３学年及び第４学年 第５学年及び第６学年

・運動遊びに進んで取
り組む
・規則を守り誰とでも
仲よく運動をする
・勝敗を受け入れる
・場や用具の安全に気
を付ける

・運動に進んで取り組む
・規則を守り誰とでも仲よ
く運動をする
・勝敗を受け入れる
・友達の考えを認める
・場や用具の安全に気を付
ける

・運動に積極的に取り
組む
・ルールを守り助け
合って運動をする
・勝敗を受け入れる
・仲間の考えや取組を
認める
・場や用具の安全に気
を配る

ボ
｜
ル
運
動
系



規則とルールの違い

規則･･･「きまり」に近い意味。みんなが楽しく、安全に運動を

行うための最低限の約束事

（易しいゲーム）

ルール･･･一般的な競技（スポーツ）の公式規定をベースに、集

団の課題解決や勝敗の公平性を保つための条件

（簡易化されたゲーム）

用語について



友達、仲間、他者の違い

友達･･･感情的なつながり。仲の良さや親近感をベースにした関
係（運動の楽しさを共有し、仲良く活動すること）

仲間･･･共通の目的を持つ集団。好き嫌いに関わらず、目的のた
めに協力し合う関係（チームやグループで課題を解決す
ること）

他者･･･自分以外のすべて。考え方の違いや多様性を意識する対象
（自分とは異なる意見や背景を持つ存在を認め、合意形成する
こと）

用語について



進んで、積極的の違い

進んで･･･教師の指示や学習のルールを理解し、自ら取り組んで

いる状態。義務感も含め、学習のレールに乗っている。

積極的･･･「進んで」に加え、目的意識がより強く、質が高い状

態。課題解決のために自ら工夫したり、他者へ働きか

けたりする。

用語について



安全に気を付ける、安全に気を配るの違い

･･･「自己の安全」。自分が怪我をしないように、教え

られたきまりを守って動くこと。教師に指示された

ルールや、一般的なきまりを遵守する。

･･･「自他の安全・場の安全」。自分だけでなく、仲間

や用具、周囲の状況まで視野を広げて配慮すること。

状況を判断し、能動的に安全な環境を作ろうとする。

用語について

安全に気
を付ける

安全に気
を配る



・基本的な学習指導案の作り方、考え方

（学習指導要領：運動の特性、保健領域）

・系統性について（ボール運動系を中心に）

・授業者が課題と感じていること

本日の内容



令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等学校質問用紙の調査結果

○運動が苦手な児童への対応 ５３．８％

○個に応じた指導 ４７．５％

○評価の方法 ３４％

○活動の場や用具、補助の仕方に配慮
困難さに応じた手立て
○自己の能力に適した課題の設定

ICT・学習形態の活用、ルールの弾力化
○指導と評価の一体化 振り返りシート

ICTの活用



（６）障害のある児童などについては、学習活動を行う場
合に生じる困難さに応じた指導内容や指導方法の工夫を計
画的、組織的に行うこと。

１ 指導計画の作成

場や用具・指導方法の工夫
小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ１６５

運動領域の指導に当たっては、当該児童の運動（遊び）の行い方
を工夫するとともに、活動の場や用具、補助の仕方に配慮するな
ど、困難さに応じた手立てを講じることが大切である。

複雑な動きをしたり、バランスを取ったりすることに困難がある
場合には、極度の不器用さや動きを組み立てることへの苦手さが
あることが考えられることから、動きを細分化して指導したり、
適切に補助をしながら行ったりするなどの配慮をする。



（１）学校や地域の実態を考慮するとともに、
個々の児童の運動経験や技能の程度などに応じた
指導や児童自らが運動の課題の解決を目指す活動
を行えるよう工夫すること。特に、運動を苦手と
感じている児童や、運動に意欲的に取り組まない
児童への指導を工夫するとともに、障害のある児
童などへの指導の際には、周りの児童が様々な特
性を尊重するよう指導すること。

２ 内容の取扱い

指導方法の工夫

小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編ｐ１６８



例：第5学年及び第6学年の内容

体つくり運動…自己の課題をもち

器械運動…自己の能力に適した～の技

陸上運動…自己の記録の伸びや目標とする記録の達成を目指す

水泳運動…泳ぐ距離や浮いている時間を伸ばしたり、記録を達成

したり

ボール運動…自己やチームの課題を見付け

表現運動…自己やグループの課題を見付け

保健…心の健康に関する課題を見付け

２ 内容の取扱い

適切な課題の設定
小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説体育編



各教科の学習評価においては、平成２９年改訂においても、学習
状況を分析的に捉える「観点別評価」と、これらを総括的に捉え
る「評定」の両方について、学習指導要領に定める目標に準拠し
た評価として実施するものとされた。改善等通知では、以下のよ
うに示されている。

平成２９年度改訂学習指導要領における各教科の学習評価

また、観点別学習状況の評価や評定には示しきれ
ない児童一人一人のよい点や可能性、進歩の状況
については、「個人内評価」として実施するもの
とされている。（中略）特に『学びに向かう力、
人間性等』のうち『感性や思いやり』などの児童
生徒一人一人のよい点や可能性、進歩の状況など
を積極的に評価し児童生徒に伝えることが重要で
あること。」と示されている。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考
資料ｐ７ｐ８



各教科における評価の基本構造

児童生徒の評価の在り方について（報告）の概要



「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

「学びに向かう力、人間性等」

「主体的に学習に取り組む態度」「感性、思いやりなど」

観点別学習状況の評価 個人内評価

知識及び技能を習得したり、思考力、判断力、表現力等を身に付けた
りするために、自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行
錯誤するなど自らの学習を調整しながら、学ぼうとしているかどうか
という意思的側面を評価することが重要

※①粘り強い取組 ②自らの学習を調整

この２つの側面を一体的に評価

（愛好的態度として）

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料ｐ９ｐ１０



単元の評価規準を基にした「十分満足できる姿」の設定例

・知識においては、運動遊びの行い方をより詳しく言ったり書いたりしてい
る姿や、実際に正確に行っている姿で見取ることが想定される。
・技能においては、連続してできる、滑らかにできる、安定してできるなど、
よりよくできる姿で見取ることが想定される。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料小学校体育ｐ５５

単元の評価規準 「十分満足できる姿」の設定例

①マットを使った運動遊びの使い方について、
言ったり実際に動いたりしている。

・マットを使った運動遊びの行い方の留意点を友
達や教師に詳しく伝えたり、カードに書いたりす
ることができる。

②マットに背中や腹などをつけていろいろな方向
に転がって遊ぶことができる。

・いろいろな転がり方を連続して行うことができ
る。（何度も繰り返しできる）

③手や背中で支えて逆立ちをしたり、体を反らせ
たりして遊ぶことができる。

体を大きく使って倒立やブリッジを行うことがで
きる。

例 低学年 マットを使った運動遊び

（１）知識・技能



単元の評価規準を基にした「十分満足できる姿」の設定例

・思考・判断においては、設定された活動をもとに、自分なりにさらに工夫しようとしてい
ることが行動や言葉として表出される姿で見取ることが想定される。
・表現においては、友達のよい動きや自分が工夫した動きを、言葉や動作、身振りなどの多
様な表現方法を用いて友達や教師に伝えたり、カードに書いたりする姿で見取ることが想定
される。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料小学校体育ｐ５５

単元の評価規準 「十分満足できる姿」の設定例

①坂道やジグザグなどの複数のコースでいろいろ
な方向に転がることができるような場を選んでい
る。

・コースの特徴に応じた動きにはどんなことがあ
るのかを考え、試行錯誤しながら選んでいる。
・動きに合わせてコースの形などを改良している。

②腕で支えながら移動したり、逆さまになったり
する動きを選んでいる。

・動物などの動きの特徴や建造物の特色を踏まえ、
自分の動きをよりよくする行い方を選んでいる。

③友達のよい動きを見付けたり、自分で考えたり
したことを友達に伝えたり、カードに書いたりし
ている。

・友達のよい動きの特徴を、擬態語や身振りなど
多様な表現を用いて具体的に友達に伝えたり、
カードに書いたりしている。

例 低学年 マットを使った運動遊び 表現遊び

（２）思考・判断・表現



単元の評価規準を基にした「十分満足できる姿」の設定例

・愛好的な態度においては、課題の解決に向けて、意欲的に取り組もうとしている姿で見取ることが想
定される。
・公正や協力に関する態度においては、公平・公正な態度と友達をよりよく支えようとしている姿で見
取ることが想定される。
・責任や参画に関する態度においては、グループでの活動等で生じる自分の役割を十分に果たそうとし
ている姿で見取ることが想定される。
・共生に関する態度においては、自分と課題の解決が異なる場合においても、違いを認め、自分事とし
て引き取ろうとする姿で見取ることが想定される。（低学年においては内容に示されていない。）

・健康・安全に関する態度においては、自分の安全だけでなく、友達の安全の確保にも留意
し、行動する姿で見取ることが想定される。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料小学校体育ｐ５６

例 低学年 表現遊び

（３）主体的に学習に取り組む態度

単元の評価規準 「十分満足できる姿」の設定例

①動物の真似をして腕で支えながら移動したり、転がったりする
などの運動遊びに進んで取り組もうとしている。

・動物などの真似をした遊び方や前転がり、後ろ転がりなどの転
がり方にバリエーションを付けて試している。

②順番やきまりを守り誰とでも仲よく運動遊びをしようとしてい
る。

・自分が楽しむだけでなく、グループの友達を励ましたり、応援
したりしている。

③場の準備や片付けを友達と一緒にしようとしている。 ・場の準備や片付けを率先して行っている。

④場の安全に気を付けている。 ・自分のことだけでなく、周囲の安全にも気を配っている。



５ 毎時間の観点別評価の進め方

重点内容を絞ることは、授業改善の視点を踏まえたPDCAサイクルの確立の観点においても重要であ
る。児童の実態等を考慮し、重点内容を計画的に設定することは、指導内容の明確化を図るとともに、
評価計画の立案にも生かされるものであるため、指導と評価のつながりをより確かなものにすることが
考えられる。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料小学校体育ｐ５６

（１）指導と評価の重点化

（２）評価後の指導の継続と再評価の重要性

ある児童において、単元の前半に評価の機会を設定した項目がBまたはCであったものを、単元の終盤
までにAまたはBとなるよう指導の充実を図ることが本来の評価の在り方であることから、単元の前半に
評価したことをもってその観点の評価を確定することには留意が必要である。指導したことがどの程度
身に付いているかを評価することは、単元の途中や終盤等において指導方針の修正を図るうえで極めて
重要である。つまり、単元の目標を踏まえて評価規準を作成し、評価の観点を明確にしたうえで指導に
当たることにより、指導内容が一層明確になると考えることができる。



体育の授業を作る（考える）際には…

□運動の特性（保健の内容）

□目標、評価規準の設定

□児童の実態に合った学習環境

□運動に意欲的でない子への配慮

□指導と評価の計画

□すべての児童に課題がずっとある（自己、チーム）

□ICTの効果的な活用

□他者と協働的に

体育科の内容まとめ



体育の授業は…

「よく動けた」

「みんなと協力できた」

「できるようになった」

「わかった」を積み重ね

体育科の内容まとめ

楽しく身に付く体育

豊かなスポーツライフの実現



教師用指導資料

小学校体育（運動領域）指導の手引【低・中・高】～楽しく身に付く体育の授業～令和４年３月スポーツ庁



授業づくりにおける参考資料

学校体育実技指導資料 第８集 ゲーム及びボール運動

ゲームにつながる運動「フリーポイントゲーム」



授業づくりにおける参考資料

学校体育実技指導資料 第１０集 器械運動指導の手引

マットを使った運動遊び「感覚つくりの運動」

場の設定の仕方

授業づくりにおける参考資料



授業づくりにおける参考資料

学校体育実技指導資料 第７集 体つくり運動

授業づくりにおける参考資料



授業づくりにおける参考資料

学校体育実技指導資料 第４集 水泳指導の手引（三訂版）

「技能の系統」

授業づくりにおける参考資料



授業づくりにおける参考資料

学校体育実技指導資料 第９集 表現運動系及びダンス指導の手引

「小学校の実践例」

授業づくりにおける参考資料



授業づくりにおける参考資料

小学校体育（運動領域）まるわかりハンドブック 高学年

小学校体育（運動領域）まるわかりハンドブック

授業づくりにおける参考資料



授業づくりにおける参考資料

多様な動きをつくる運動（遊び）

授業づくりにおける参考資料



授業づくりにおける参考資料

体育健康安全課ホームページ

これらの資料は
体育健康安全課
HPにもアップし
ています！

授業づくりにおける参考資料



新年早々、ご静聴ありがと
うございました。
今年が先生方にとってよい
年になりますように･･･
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